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はじめに
このたびは、当社製品をご選定いただき、誠にありがとうございます。
この製品を事故なく安全に、末長くご活用いただくため、取扱説明書を熟読し、十分に内
容を理解してご使用ください。

安全上の注意
人身事故や故障を未然に防止するためのものです。
このページに示した注意事項は、いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので
必ず守ってください。注意事項に反したご使用により生じた損害には、当社はその責任を
負いかねます。

安全関係の記号
本器の取扱説明書で使用されている安全上の記号の一般的定義を示します。

図記号 タイトル 意 味

一 般 特定しない一般的な注意、警告、危険の通告

感電注意 特定の条件において感電の可能性を注意する通告

発火注意 特定の条件において発火の可能性を注意する通告

破裂注意 特定の条件において破裂の可能性を注意する通告

指挟まれ注意 指が挟まれることによる傷害の可能性を注意する通告

注意 傷害を負う危険性、および物的損害の発生が想定されます。

本器を必ず大地に接地してください。 本器内に金属類や異物を落とさないこと。

感電を防止します。 火災や故障の原因に

ノイズを防止します。 なります。

指定以外のヒューズは使用しないこと。 分解したり、破損のまま使用したり、通電し
たまま放置しない。

火災や故障の原因になり

ます。 感電や故障の原因になりま

す。

適合しない電源電圧を使用しないこと。 通電したまま防塵カバーを被せないこと。

火災や故障の原因になり 本器が高温になり、変形し

ます。 たり、火災の原因になりま

す。

電源は「たこ足配線」しないこと。 ペン走行場所に不用意に手を入れないこと。

火災の原因になります。 ケガや故障の原因になりま

す。

薬品や雨、ガスにさらされる場所での使用や 入力端子の金属部に手を触れないこと。
保管は避けること。

感電の原因になります。

漏電や引火により、火災や

感電、故障の原因になりま

す。
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１． 概 説

Ｕ－３２９卓上型自動平衡記録計は、サーボ機構による平衡測定法、いわゆるゼロ位法を

自動的に行い、ペンによる記録機構を作動させ、一定速度で移動する記録紙上に、入力信号

に応じた波形を連続記録する装置です。

この記録計は、当社の長年にわたって蓄積した製造技術を生かし、仕様面の充実と性能、

および操作性の向上をはかり、小形、軽量化とあわせてデザインの面にも重点をおいて開発

されました。したがって、この記録計は数多くの特長を備えています。

２． 特 長

(1) ロール記録紙、および折りたたみ記録紙のいずれでも使用できるスプロケット付き

記録紙送りドラムを採用しています。

(2) 小型・軽量化とあわせて、片手で運搬ができる構造としたので、必要な測定場所への

移動が容易に行えます。

(3) 記録紙台板を広く取っているので、記録状態の観察が容易です。

(4) 記録紙台板の右側部分に障害となる部品が無いため、データなどの記入がし易くなり

ました。

(5) 記録紙送りにパルスモータを採用したことにより、２４段２３速の豊富な送り速度が

自由に選択できます。なお、基準発振器に水晶発振子を用いておりますので、正確で

安定した送り速度が得られます。

また、外部信号源の周波数に比例した記録紙送りができるとともに、外部からの駆動

・停止も可能です。

(6) 記録紙の位置修正を容易にする記録紙早送りスイッチを備えています。

(7) ロール記録紙を使用の場合、記録紙巻き戻しつまみによって、任意の位置まで巻き戻

しが容易に行えます。

(8) 記録紙巻取り機構の内蔵を可能としたため、最小スペースで使用することができます。

（オプション）

(9) 記録紙終端警報機構を備えており、ブザーおよびランプの点滅により記録紙の終端を

報知します。

(10) 記録ペンにはカートリッジ・タイプのファイバチップ・ペンを採用していますので、

記録中にインキ切れの心配がなく保守が容易です。

(11) １ｋＨｚ変調型サーボ増幅器と直流サーボ方式の採用によって、すぐれた応答性、

耐ノイズ特性、温度特性をもっています。
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(12) 記録計の極性切り換えがスイッチによって可能です。

(13) 較正電源を備えており、フルスパン電圧精度の確認、および較正が簡単に行えます。

(14) 重畳式イベント・マーカが標準装備されていますので、記録紙上に任意にマークを

入れることができ、また各ペンの時間差（記録紙上の）も知ることができます。

(15) フィルム・ポテンショメータの採用とＤＣサーボ・モータを保護するトルク減少回路

によって、信頼性が一段と向上しました。
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３．仕 様

型 名 Ｕ－３２９（ 500仕様）

チ ャ ネ ル 数 ※１ ３

記 録 方 式 自動平衡実線記録方式

有 効 記 録 幅 ２５０ｍｍ

ペ ン 速 度 ７５０ｍｍ／sec 以上

基 準 点 記録紙右端

ゼロ点調整範囲 基準点より＋１００％

ゼロ点 ﾁｪｯｸ･ｽｲｯﾁ 付属する

測 定 範 囲 1, 2, 5, 10, 20, 50,100,200, 500 mV

1, 2, 5, 10, 20, 50,100,200 V (17ﾚﾝｼﾞ)

測定範囲微調整器 ※２

（レンジバーニア） 付属する

極性切り換え ｽｲｯﾁ 付属する

入 力 方 式 フローティング

入 力 抵 抗 １ＭΩ（一定）

許容信号源抵抗 １０ｋΩ以下

精 度 ※３ ±０．３％（２３゜Ｃ）

温度係数 ±０．０２５％／℃ ＭＡＸ

レンジ間誤差 2mV～ 50mV ﾚﾝｼﾞ 仕様

±0.15%(23ﾟC) 温度係数±0.005%/℃ MAX

100mV～ 200V ﾚﾝｼﾞ 仕様

±0.2%(23ﾟC) 温度係数±0.0075%/℃ MAX

不 感 帯 ±０．１％

直 線 性 ±０．２５％

耐 ノ イ ズ 特 性 ※４ ＣＭＲＲ ＤＣ １６０dB以上

ＡＣ (50HZ/60HZ) １６０dB以上

ＮＭＲＲ ＡＣ (50HZ/60HZ) ６４ dB以上

温 度 特 性 ※５ 通電後のゼロ点ドリフト ±０．５％以下（室温一定）

安定後のゼロ点ドリフト ±０．１５％／１０℃以下

記 録 紙 速 度 ※６ （１） 10, 15, 20, 30, 40, 60,

mm/h, cm/h, mm/min, cm/min

２４段２３速（ 10mm/minと 60cm/hが重複します）
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記 録 紙 速 度 ※７ （２） 外部信号による記録紙送り

・記録紙速度

１Ｈｚで１ｍｍ／ｍｉｎ、最大６００Ｈｚ

・入力インピーダンス ４．７ｋΩ以上

・外部信号源

電圧 ハイ・レベル ＋２Ｖ ～＋２０Ｖ

ロー・レベル ＋０．８Ｖ～－２０Ｖ

（ＴＴＬレベルで動作可能）

信号波形

パルス、正弦波、方形波、三角波など

（パルス幅 50μ S 以上）

記録紙早送りスイッチ 付属する

記 録 紙 終 端 警 報 記録紙がなくなったときの動作

・ブザーが鳴る

・ランプが点滅する

・記録紙が停止する

・記録ペンが停止する

記録紙巻戻し機構 付属する （ロール記録紙のみ使用可）

記録紙送りドラム スプロケット付

記 録 紙 ロール記録紙 №２５１６Ｐ５０ 長さ２０ｍ右基準

折たたみ記録紙 №２５１６Ｚ１５０ 〃

記 録 ペ ン カートリッジ式 ファイバ・チップペン

記 録 イ ン キ 色 チャネル１－赤，チャネル２－緑，チャネル３－茶

ペ ン ・ リ フ ト 各ペン単独手動 （ペン間隔 ４ｍｍ）

ト ル ク 減 少 回 路 ※８ 付属する

イベント・マ－カ 重畳式 振幅： ＋3.5± 1目盛， 時間： 0.2～ 0.4 sec

ｲ ﾍ ﾞ ﾝ ﾄ ﾏ - ｶ ･ ｽ ｲ ｯ ﾁ ※９ 付属する

較 正 電 源 電圧 最高感度レンジ値 （１Ｖ ＭＡＸ）

精度 ±０．２％（２３℃） 温度係数 ±0.007%/ﾟC

使用温・湿度範囲 温度 ０～４５℃ 湿度 ４５～８５％

電 源 ＡＣ １００Ｖ±１０%

（５０Ｈｚ ，６０Ｈｚ 両用）

消 費 電 力 平衡時 ２３ＶＡ

ＴＹＰ． 最 大 ６２ＶＡ
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絶 縁 抵 抗 電 源 － シャシ (GND) ５０ＭΩ以上 (DC500Vﾒｶﾞｰ)

入力端子 － シャシ (GND) １００ＭΩ以上 (DC500Vﾒｶﾞｰ)

耐 電 圧 電 源 － シャシ (GND) AC 1000V １分間

入力端子 － シャシ (GND) AC 1000V １分間

外 形 寸 法 430(W) X 170(H) X 410(D) mm

（突起物の寸法は含みません）

重 量 １１ｋｇ

付 属 品 記録紙 №２５１６Ｐ５０ １

記録ペン ﾁｬﾈﾙ1用 赤色 (NDF- R) １

ﾁｬﾈﾙ2用 緑色 (NDF- G) １

ﾁｬﾈﾙ3用 茶色 (NDF- BN) １

記録紙ホルダ 左右各１

ヒューズ １Ａ １

ダストカバー １

電源コード・アダプタ １

取扱説明書 １

※１ 記録ペンは記録計の手前からチャネル３，チャネル２，チャネル１とします。

※２ 各測定範囲を２．５倍まで拡大することができます。

※３ 極性切り換えスイッチを“＋”に設定し、最高感度レンジで測定した場合の直線

性を含む精度

※４ 最高感度レンジでの測定における値を示します。

※５ 最高感度レンジでの測定における値を示します。

安定までの通電時間は３０分程度です。

※６ 記録紙送りを駆動・停止する遠隔操作が可能です。

この場合，外部操作端子の“CHART DRIVE”に電圧信号（注１）を印加します。

また，接点，アナログ･スイッチ，オープンコレクタ･トランジスタにて閉回路に

することによっても動作可能です。

※７ パネル面の記録紙速度単位切り換えスイッチを“EXT.”の位置にして外部操作端

子の“CHART OSC”に外部信号を加えます。



- 6 -

※８ たびたび、または長時間にわたり測定範囲を越える電圧が印加された場合、

ＤＣサーボモータを保護する装置です。

※９ 遠隔操作端子も可能です。

この場合，外部操作端子の“MARK.”に電圧信号（注１）を印加します。

また，接点，アナログ･スイッチ，オープンコレクタ･トランジスタにて閉回路に

することによっても動作可能です。

注１ 外部操作電圧信号（ＴＴＬレベル信号で動作可能）

ハイ・レベル ＋２Ｖ～＋２０Ｖ

記録紙送り（遠隔操作）→停止， イベント・マーカ→ＯＦＦ

ロー・レベル ＋０．８Ｖ～－２０Ｖ

記録紙送り（遠隔操作）→駆動， イベント・マーカ→ＯＮ



- 7 -

ＣＨＡ ＲＴ

MAR K .

F A S T D R IV E

6 0

４ 0

３ 0

２ 0

１５

１0

c m／mi n

m m／mi n

c m／h

ｍｍ／ｈ

E X T .

S P E E D

F R E E

GND

ＴＹＰＥ

ＳＥＲＩＡＬ ＮＯ．
Ｕ－３２９－５００

０８６７

F

U S

E

50VA max

50/60Hz

～LINE

FUSE

INPUT

+ -

MARK. DAMP. CAL.
POLARITY

+ -

1mV - 50mV 30V PK

200V PK100mV - 200V

MAX VOLTAGERANGE

500V P K500V PK

INPUT

+ -

MARK. DAMP. CAL.
POLARITY

+ -

1mV - 50mV 30V PK

200V PK100mV - 200V

MAX VOLTAGERANGE

500 V PK500V PK

R EMOT E

CON TROL

CHAR T

MARK .

DRIV E
H

L

H

L

H

L
O SC

3 0V PK

30V PK

3 0V PK

500V PK

INPUT

+ -

MARK. DAMP. CAL.
POLARITY

+ -

1mV - 50mV 30V PK

200V PK100mV - 200V

MAX VOLTAGERANGE

500V P K500V PK

ＰＥＮＬＩＦＴ

MEAS.

CAL

POSITION

RANGE

mV

V

CAL.

MEAS.

CAL

POSITION

RANGE

mV

V

CAL.

VERNIER VERNIER

MEAS.

CAL

POSITION

RANGE

mV

V

CAL.

VERNIER

ＵＰ

ＰＥＮＬＩＦＴ

ＵＰ

４３０

４１０

１
７
０

１
４

30 18
17

16 15
2

1

13

14345

6

7

8

9

10 11 12
34 35 36

24

25

29
26

23

33
22

21

20

19 32
31

27

30

28

100V

CHK CHK CHK

４． 使用方法

4.1 各部の名称と機能

品番 名 称

1 電源ｽｲｯﾁ

2 電源 ﾊﾟｲﾛｯﾄ･ﾗﾝﾌﾟ

3 記録紙送りｽｲｯﾁ

4 記録紙送りﾊﾟｲﾛｯﾄ･ﾗﾝﾌﾟ

5 記録紙早送りｽｲｯﾁ

6 記録紙速度切り換えｽｲｯﾁ

7 記録紙速度単位切り換えｽｲｯﾁ

8 記録紙ﾌﾘｰつまみ

9 ｲﾍﾞﾝﾄﾏｰｶ･ｽｲｯﾁ

10 ﾁｬﾈﾙ1 ﾍﾟﾝ･ﾘﾌﾄつまみ

11 ﾁｬﾈﾙ2 ﾍﾟﾝ･ﾘﾌﾄつまみ

12 ﾁｬﾈﾙ3 ﾍﾟﾝ･ﾘﾌﾄつまみ

13 記録紙押えﾛｰﾗ

14 記録紙ｶｯﾀ

15 測定範囲切り換えつまみ

16 測定範囲微調整器

17 ｾﾞﾛ点調整器

18 ｾﾞﾛ点 ﾁｪｯｸ･ｽｲｯﾁ

19 入力端子

20 極性切り換えｽｲｯﾁ

21 ﾌﾙｽﾊﾟﾝ電圧較正器

22 制動調整器

23 ﾏｰｶ振幅調整器

24 ﾋｭｰｽﾞﾎﾙﾀﾞ

25 ｸﾞﾗﾝﾄﾞ端子

26 電源 ｺｰﾄﾞ

27 外部操作端子

28 記録紙巻き戻しつまみ

29 ｺﾞﾑ足

30 電源 ｺｰﾄﾞ･ﾎﾙﾀﾞ

31 ﾁｬﾈﾙ1 ｱﾝﾌﾟ･ﾕﾆｯﾄ

32 ﾁｬﾈﾙ2 ｱﾝﾌﾟ･ﾕﾆｯﾄ

33 ﾁｬﾈﾙ3 ｱﾝﾌﾟ･ﾕﾆｯﾄ

34 ﾁｬﾈﾙ1 記録 ﾍﾟﾝ

35 ﾁｬﾈﾙ2 記録 ﾍﾟﾝ

36 ﾁｬﾈﾙ3 記録 ﾍﾟﾝ

第４．１図 各部の名称
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GND
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！

4.1.1 電 源 部

③ヒューズ・ホルダ

パイロット・ランプ ①電源スイッチ

②グランド端子

（ａ）後面部 （ｂ）上面部

第４．２図 電源部

① 電源スイッチ 記録計の全電源の開閉を行うもので、このスイッチを「ＯＮ」にす

“POWER” るとパイロット・ランプが点灯します。

② グランド端子 記録計を接地して、記録計のシャシと大地を同電位にするもので、

“GND” 安定した測定が行えるとともに感電などの予防にもなります。

必ず接地してご使用ください。

③ ヒューズ･ホルダ ＡＣ電源ラインのヒューズが入っています。矢印の方向に回すと外

“FUSE” すことができます。必ず指定のヒューズを使用してください。

ご注意

・異なった電源電圧で使用すると火災を招く恐れがあります。必ず適合する電源電圧

で使用してください。

・ヒューズを交換するときは、必ず電源プラグを抜いてから行ってください。

・必ず電源電圧に適合したヒューズを使用してください。
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MEAS.

CAL.

POSITION

RANGEVERNIER

CAL.

1
2 5 10 20

50
100

200
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10

2050100200

mV

V
CHK

4.1.2 アンプ・ユニット部

⑤入力端子

③ゼロ点調整器

①測定範囲切り換えスイッチ

②測定範囲微調整器

④ゼロ点チェック・スイッチ

⑥極性切り換えスイッチ

⑨マーカ振幅調整器 ⑦フルスパン電圧調整器

⑧制動調整器

（ａ）上面部 （ｂ）後面部

第４．４図 アンプ・ユニット部

① 測定範囲切り換え 入力信号の分圧器で入力電圧の大きさに応じてこのつまみを設定

スイッチ します。

“RANGE”

② 測定範囲微調整器 測定範囲切り換えスイッチの各測定範囲を２．５倍まで拡大する

“ RANGE VERNIER" ことができ、各レンジ間を任意の測定範囲に調整して入力信号を

必要な振幅にして記録できます。

なお、各測定範囲は、このツマミを“CAL.”に回しきったときの

値です。

③ ゼ ロ 点 調 整 器 記録ペンのゼロ位置を設定するためのもので、時計方向に回すと

“ POSITION” 記録ペンは右方向に移動します。

INPUT

+ -

MARK. DAMP. CAL.
POLARITY

+ -

1mV - 50mV 30V PK

200V PK100mV - 200V

MAX VOLTAGERANGE

500V PK500V PK
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④ ゼロ点チェック・ 入力信号のＯＮ－ＯＦＦスイッチです。

スイッチ “CHK”に設定すると入力信号とは無関係に記録ペンのゼロ点が

“ MEAS.-CHK-CAL.” 確認できます。

“MEAS.”側にすると入力信号を測定できます。

“CAL.”に設定すると、最高感度レンジにおけるフルスパン電圧

相当の較正電圧が印加されます。フルスパン電圧精度の確認、お

よびフルスパン電圧調整器“CAL.”による記録ペンの指示値の大

きさの較正が簡単にできます。

⑤ 入 力 端 子 記録しようとする信号の入力端子です。グランドに対し高インピ

“ INPUT” ーダンス側を“＋”端子に、低インピーダンス側を“－”端子に

接続してください。

⑥ 極性切り換え 記録計の極性を切り換えるスイッチで“＋”側にすれば入力端子

スイッチ の“＋”側に正の電圧が加わった場合に記録ペンは左方向に移動

“ POLARITY +, -” し、“－”側にすれば右方向に移動します。

⑦ フルスパン 入力信号に対する記録ペンの指示値の大きさを較正するものです。

電圧調整器 高精度に工場で較正して出荷していますので通常は手を触れない

“ CAL.” でください。

（調整については６．２項参照）

⑧ 制 動 調 整 器 記録ペンの制動状態を調整するもので時計方向に回すと制動効果

“ DAMP.” が大きくなります。

（調整については６．３項参照）

⑨ マーカ振幅調整器 各記録ペンに重畳させるマーカ記録の振幅を調整するもので、時

“ MARK.” 計方向に回すと振幅が大きくなります。
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ＣＨＡＲ Ｔ

M A R K .

F A S T D R I V E

6 0

４ 0

３ 0

２ 0

１５

１0

cm／mi n

mm／mi n

c m／h

ｍｍ／ｈ

E X T .

S P E E D

F R E E

4.1.3 記録紙送り操作部

⑥イベントマーカ・スイッチ

⑤記録紙フリーつまみ

③記録紙速度切り換えスイッチ

④記録紙速度単位

切り換えスイッチ

①記録紙送りスイッチ

②記録紙早送りスイッチ

記録紙送りパイロット・ランプ

第４．５図 記録紙送り操作部

① 記録紙送りスイッチ 記録紙の駆動・停止を行うスイッチで「ＯＮ」にするとパイロ

“ CHART DRIVE” ット・ランプが点灯し、記録紙が送り出されます。

② 記録紙早送りスイッチ このスイッチを押すと記録紙送りスイッチ、記録紙速度単位切

“ FAST” り換えスイッチ、および記録紙速度切り換えスイッチの設定位

置に関係なく記録紙は６０cm/minの速度で送り出されます。

③ 記録紙速度切り換え 記録紙送り速度を設定するスイッチで、表示された値が記録紙

スイッチ 速度を表します。

“CHART SPEED”

④ 記録紙速度単位 記録紙送り速度の単位切り換えスイッチです。

切り換えスイッチ

“CHART SPEED”

⑤ 記録紙フリーつまみ このつまみを“FREE”に設定することにより、記録紙の手動送

“ CHART FREE” り、および巻き戻しができます。

⑥ イベントマーカ・ 記録中に、このスイッチを押すと全部の記録ペンに重畳したマ

スイッチ ークを入れることができます。

“MARK.”
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4.1.4 外部操作端子部

①記録紙送り

遠隔操作端子

②外部信号による

記録紙送り端子

③ｲﾍﾞﾝﾄ･ﾏｰｶ

遠隔操作端子

第４．６図 外部操作端子部 第４．７図 外部操作端子カバーの脱着

① 記録紙送り 記録紙送りスイッチ“CHRAT DRIVE” を「ＯＦＦ」の状態にして

遠隔操作端子 この“CHRAT DRIVE” 端子に電圧信号(*2)を印加することにより、

“ CHART DRIVE” (*1) 記録紙送りの駆動、停止ができます。

② 外部信号による 記録紙速度単位切り換えスイッチを“EXT.”に設定した後、この

記録紙送り端子 “CHART OSC” 端子に外部信号源を接続（信号の周波数、電圧範

“ CHART OSC” 囲は、３．仕様の記録紙速度の項目を参照）することにより、外

部信号源の周波数に比例した記録紙送りができます。

③イベント・マーカ “MARK.” 端子に電圧信号(*2)を印加することにより、全部の記

遠隔操作端子 録ペンにマークが入ります。

“MARK.” (*1)

*1 接点、アナログ･スイッチまたはオープンコレクタ･トランジスタでスイッチング

を行うことも可能です。

なお、“Ｈ”端子が“Ｌ”端子に比べ高電圧レベル（＋）側になっています。

外部接点容量 ＤＣ１０Ｖ，１ｍＡ以上

*2 外部操作電圧信号（ＴＴＬレベル信号で動作可能）

ハイ・レベル ＋２Ｖ～＋２０Ｖ

記録紙送り（遠隔操作）→停止， イベント・マーカ→ＯＦＦ

ロー・レベル ＋０．８Ｖ～－２０Ｖ

記録紙送り（遠隔操作）→駆動， イベント・マーカ→ＯＮ

（注）外部操作端子の“Ｌ”端子は、すべて共通ラインになっていますのでご注意くだ

さい。

REMOTE

CONTROL

CHART

MARK.

DRIVE
H

L

H

L

H

L OSC

30V PK

30V PK

30V PK

500V PK
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4.1.5 その他

① ペン・リフトつまみ このつまみを上下することにより、記録ペンが昇降します。

② 記 録 紙 カ ッ タ 記録紙を切り離すときに用います。切断方法は記録紙カッタの

中央部を指で押え、他方の手で記録紙を端の方から引き上げる

ようにして切断します。

③ 記録紙巻戻しつまみ 記録紙フリーつまみを“FREE”に設定し、このつまみを外側に

引き出して時計方向に回転させると記録紙を巻き戻すことがで

きます。

（折りたたみ記録紙は巻き戻すことができません。）
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4.2 記録（測定）準備

使用する前に下記順序に従って、準備確認を行ってください。

(1) 各操作部を次のように設定します。

・電源スイッチ ----------------------------- 「ＯＦＦ」に設定

"POWER"

・記録紙送りスイッチ ----------------------- 「ＯＦＦ」に設定

"CHART DRIVE"

・記録紙速度切り換えスイッチ -------------- 希望の速度に設定

"CHART SPEED"

・記録紙速度単位切り換えスイッチ ---------- 希望の速度に設定

"CHART SPEED"

・ペン・リフトつまみ ----------------------- 「ＵＰ」に設定

"PEN LIFT"

・ゼロ点チェック・スイッチ ----------------- 「ＣＨＫ」に設定

"MEAS.-CHK-CAL."

・測定範囲切り換えスイッチ ----------------- 希望のレンジに設定

"RANGE"

・極性切り換えスイッチ --------------------- 正の電圧を測定する場合は“＋”

"POLARITY,＋ ,－ " 側に、負の電圧を測定する場合は

“－”側に設定

(2) グランド端子 "GND" を接地します。

(3) 電源コードを電源に接続します。

(4) 記録紙を装てんします。（４．３項参照）

(5) 記録ペンをペン台車に装着します。（４．４項参照）

(6) アンプ・ユニットの入力端子“INPUT” に入力信号線を接続します。

(7) 電源スイッチ“ POWER” を「ＯＮ」にします。

(8) ペン・リフトつまみ“ PEN LIFT”により記録ペンを記録紙上におろします。

(9) 記録ペンのゼロ位置をアンプ・ユニットのゼロ点調整器“POSITION”で設定します。

(10) 記録紙送りスイッチ“ CHART DRIVE”を「ＯＮ」にして記録紙を送り出します。

(11) アンプ・ユニットのゼロ点チェック・スイッチ“MEAS.-CHK-CAL.” を「ＭＥＡＳ．」

側にします。

以上により、記録（測定）準備は完了します。

なお、高精度を要する測定においては、３０分以上通電した後に測定を始めてください。
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4.3 記録紙の装てん

4.3.1 記録紙の装てん

ロール記録紙の装てん（第４．８図参照）

(1) 記録紙フリーつまみを“ FREE”に設定します。

(2) 記録紙台板を手前に開きます。

(3) 記録紙右側の巻芯に固定軸の記録紙ホルダをはめ込み、他端に可動軸の記録紙ホルダ

をはめ込みます。

(4) 可動軸の記録紙ホルダを左軸受けにはめ、記録紙を左に押しながら、固定軸記録紙ホ

ルダを右軸受けにはめます。

(5) 巻き戻しつまみ、あるいは記録紙を回して、右側記録紙ホルダ軸の凹部が、巻き戻し

軸の凸部に確実にはまり込んでいることを確認します。

(6) 記録紙の先端を記録紙ガイド板にそわせて、記録紙送りドラムの奥に挿入します。

(7) 記録紙の先端を記録紙送りドラム上方から少し引き出して、記録紙台板をしめます。

（記録紙台板が確実にしまっていることを確認してください。）

(8) 記録紙を台板と記録紙押えローラの間に通して、記録紙押えローラを記録紙上に倒し

ます。

(9) 記録紙両端のパーフォレーションに、記録紙送りドラムのスプロケットがはまり込ん

でいることを確認します。

(10) 記録紙フリーつまみを手前側に設定しておきます。

以上で、記録紙の装てん作業は完了します。

第４．８図 ロール記録紙の装てん
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折りたたみ記録紙の装てん（第４．９図参照）

(1) 記録紙フリーつまみを“ FREE”に設定します。

(2) 記録紙台板を手前に開きます。

(3) 新しい記録紙を装てんする際、記録紙の折り目が重なって繰り出されるのを防止する

ために第４．９図（ａ）のようにして記録紙をさばいておきます。

(4) 記録紙のパーフォレーションの長穴を左側に、角穴を右側になるようにして記録紙収

納部に置きます。

なお、記録紙の右端、および手前側をそれぞれ記録紙収納部の右側、手前側の立ち上

がり部分にそわせて置いてください。

(5) 記録紙の先端を記録紙ガイド板にそわせて、記録紙送りドラムの奥に挿入します。

(6) 記録紙の先端を記録紙送りドラム上方から少し引き出して、記録紙台板を閉めます。

（記録紙台板が確実にしまっていることを確認してください。）

(7) 記録紙を台板と記録紙押えローラの間に通して、記録紙押えローラを記録紙上に倒し

ます。

(8) 記録紙両端のパーフォレーションに、記録紙送りドラムのスプロケットがはまり込ん

でいることを確認します。

(9) 記録紙フリーつまみを手前側に設定しておきます。

以上で、記録紙の装てん作業は完了します。

（ａ） （ｂ）

第４．９図 折りたたみ記録紙の装てん（スプロケット付きドラム）
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4.4 記録ペンの装着

(1) 記録ペン・ホルダを片手で持ち、一方の手で記録ペンを持ちます。

(2) 第４．１０図（ａ）、および（ｂ）の（１），（２），（３）の順序で記録ペン・ホ

ルダに装着します。

(3) 記録ペン・ホルダに記録ペンがしっかりと装着されていることを確認してください。

・記録ペンの取りはずしは“記録ペンの装着”の逆順序で行います。

・使用されない場合、記録ペンには必ずペン・キャップをかぶせてください。

（１） （２） （３）

第４．１０図（ａ） 記録ペンの装着

（１） （２） （３）

第４．１０図（ｂ） 記録ペンの装着（側面より見た図）
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５． 使用上の注意事項

5.1 記録ペン

記録ペンにはファイバ・チップを採用していますので、長時間使用しないで放置し

ますと、ペン先でインキが乾燥し、記録できなくなる場合があります。

使用されないときは、必ず記録ペンに付属のキャップをかぶせてください。

5.2 グランド端子

安定した測定結果を得るため、および感電予防のためにも必ず接地してください。

5.3 環 境

温度範囲 ０～４５℃、 湿度範囲 ４５～８５％においてご使用ください。

また、できるだけ振動や塵埃の少ない環境でご使用ください。

5.4 記録紙送り

記録紙送りのモータには、パルスモータを採用していますので、低速送りのときは

ステップ状の送りが感じられます。このステップ状の送りは、記録にはまったく支

障のないピッチになっていますので、安心してご使用ください

5.5 最大許容入力電圧

この記録計の入力回路には、ツェナ・ダイオードによる過大入力電圧の保護回路を

設けていますが、第５．１表の許容入力電圧を越えると故障します。

できるだけ測定範囲内の入力電圧でご使用ください。

測定範囲 許容入力電圧

マルチ １ｍＶ～５０ｍＶ ３０Ｖ以内

レンジ仕様 １００ｍＶ～２００Ｖ ２００Ｖ以内

第５．１表 許容入力電圧
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5.6 コモン・モード電圧

入力端子“INPUT”と、シャシ（ＧＮＤ）間の耐電圧定格は、ＡＣ１０００Ｖ、１分

間ですが、連続的に印加可能なコモン・モード電圧はＡＣ４００Ｖrms (50Hz/60Hz）、

ＤＣ５００Ｖ以下です。

なお、本器の COMMON MODE REJECTION RATIO （ＣＭＲＲ） を考慮すると、記録に

０．１％以下の影響を与える範囲で印加できる電圧は、最高感度１ｍＶ／フルスパン

のレンジにおいてＡＣ３０Ｖrms (50Hz/60Hz) ，ＤＣ１００Ｖ以下です。

5.7 入力信号線の接続

入力信号線はシールド線を用いて、第５．１図のように接続してご使用ください。

また、信号線が長くてノイズが問題になるような使用状態では、第５．２図のように

入力信号線に２重シールド線を用いて、外側のシールドの一端を接地したご使用方法

をおすすめします。

注）信号源の出力端子“Ｈ”“Ｌ”は、

グランドに対し，低インピーダン

ス側を“Ｌ”，高インピーダンス

側を“Ｈ”と表示しています。

第５.１図 信号線の接続

（通常の信号線の接続方法）

第５．２図 信号線の接続

（ノイズが問題になる場合の信号線接続方法）
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5.8 信号源抵抗の影響

測定すべき信号源の内部抵抗が大きすぎると、第５．３図のように信号電圧と測定値

との間に誤差を生じたり、記録計のフィルタ回路の影響によってペンの動きが過制動

状態のようになりますので、仕様以内のできるだけ低い信号源抵抗でご使用ください。

信号源抵抗が大きい場合は、記録された値に誤差を生じますのでご注意下さい。

Ｒｉ
Ｅｒ＝ × Ｅｓ

Ｒｓ＋Ｒｉ

Ｒｓ＜＜Ｒｉの場合 Ｅｒ＝Ｅｓ

Ｅｓ：信号電圧

Ｒｓ：信号源内部抵抗

Ｒｉ：記録計入力抵抗

Ｅｒ：記録される電圧

第５.３図 信号源抵抗の影響
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６． 保守

6.1 フルスパン電圧調整器“CAL”の較正

フルスパン電圧は高精度に工場で較正して出荷していますので、通常は手を触れる必要

はありません。

ただし、次に記載するような部品を交換した場合には、較正する必要があります。

(1) ポテンショメータ、またはサーボ・ユニットを交換した場合。

(2) アンプ・ユニット、またはアンプ・ユニット内の部品を交換した場合。

フルスパン電圧の較正には、精密型標準電圧発生器を使用します。

6.1.1 較正方法

本記録計には較正電源を内蔵していますので、下記順序に従ってフルスパン電圧の

較正を行ってください。

(1) 測定範囲切り換えスイッチ“RANGE” を最高感度レンジに設定します。

(2) ゼロ点チェック・スイッチ“MEAS.-CHK-CAL.”を「ＣＨＫ］状態にして、

ゼロ点調整器“POSITION”で記録ペンを記録紙の０％位置に設定します。

(3) ゼロ点チェック・スイッチ“MEAS.-CHK-CAL.”を「ＣＡＬ．」にした時、内蔵の

較正電源により記録ペンが記録紙の１００％方向に振れるため、フルスパン電圧

調整器“CAL.”により記録ペンを１００％位置に調整してください。

なお、記録紙は湿度により伸び縮みするため、工場から出荷する場合には鋼尺を

使用し２５０ｍｍ振幅で較正しています。

6.2 制動調整器“ DAMP.”の調整

制動調整器は、第６．１図の適正制動に調整するのが最も応答性がよく、入力信号に

忠実な記録が可能となります。

通常は調整を必要としませんが、制動状態の点検・調整時には、方形波入力信号を記録

させて第６．１図の適正制動状態に制動調整器“DAMP.” を調整します。

適正制動 不足制動 過制動

← 記録紙駆動方向

第６．１図 方形波入力信号記録時の制動状態
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6.3 マーカ振幅調整器“ MARK.”の調整

マーカ振幅調整器は、記録ペンに重畳させるマーカの調整器であり、約０～＋７％／

フルスケールの範囲で調整が可能です。

マーカ振幅は、＋３．５±１％／フルスケールに工場調整されていますので、通常は

手を触れる必要はありません。なお、記録波形の状態によって不適当な場合には、振幅

調整をしてご使用ください。

6.4 注 油

記録計を常に正常な運転状態に保つためには、定期的な注油が必要です。
※

注油は２～３カ月に１回程度行い、注油箇所には ミシン・オイルを１～２適ずつ注油

してください。注油箇所は可動部全域にわたりますが、注油箇所にゴミなどが付着して

いる場合には、必ずゴミを取り除いてから注油して下さい。

※ ミシン・オイル ------------スピンドル油１号、または２号

注油箇所を次に示します。

(1) 記録ペンのレール部分

ゴミを取り除いた後、小量の油をぬってください。

(2) 記録紙押えローラの軸受け部分。

(3) 記録紙送り機構の回転軸部分。

(4) その他の可動部全般。

但し、電気部品には注油しないでください。

なお、注油のほかにペンガイド・レール等の可動部分は定期的に清掃すること

が必要です。


